
く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た
お
く
や
み

知
っ
て
お
き
た
い
検
察
審
査
会

　

検
察
官
の
不
起
訴
処
分
が
妥
当
か

ど
う
か
を
審
査
す
る
機
関
と
し
て
「
検

察
審
査
会
」
が
あ
り
ま
す
。
11
人
の

審
査
員
が
審
査
を
行
い
、
申
し
立
て

や
相
談
は
無
料
。
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
検
察
審
査
員
は
選
挙
権
を

持
っ
て
い
る
人
の
中
か
ら
「
く
じ
」

で
選
ば
れ
ま
す
。
検
察
審
査
員
に
選

ば
れ
た
と
き
は
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
検
察
審
査
会
事
務
局

（
岩
見
沢
市
４
条
東
4
丁
目
）

☎
０
１
２
６（
２
２
）６
６
５
０

（
内
線
27
）

消
防
職
員
に
よ
る
一
般
家
庭
の
防
火

査
察
を
実
施

　
　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
状
況
や

維
持
管
理
状
況
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の

取
付
状
況
な
ど
の
確
認
を
す
る
た
め

に
、
皆
さ
ん
の
お
宅
に
消
防
職
員
が

訪
問
し
ま
す
。「
い
ざ
」
と
い
う
時
に

し
っ
か
り
作
動
す
る
よ
う
、
日
頃
か

ら
お
手
入
れ
と
点
検
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

※
住
宅
用
火
災
警
報
器
本
体
は
、
セ
ン

サ
ー
な
ど
の
寿
命
に
よ
り
、
お
お
む

ね
10
年
を
目
安
に
交
換
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

◆
対

象

　
「
中
央
」「
松
風
」「
朝
日
」「
富
士
」「
中

里
」「
桜
丘
」「
湯
地
」「
錦
」
地
区

◆
期

間

　

9
月
5
日
㈪
～
10
月
23
日
㈰

◆
問
い
合
わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

☎
�
０
１
5
０

特
定
疾
患
な
ど
の
患
者
に
通
院
費
を

助
成

◆
対

象

　

特
定
疾
患
の
治
療
や
人
工
透
析
の
た
め

通
院
（
合
併
症
の
た
め
町
外
の
医
療
機

関
に
通
院
）
さ
れ
て
い
る
方

◆
助
成
内
容

　

通
院
費
の
一
部
を
助
成　

◆
申
請
受
付　

　

平
成
28
年
4
月
か
ら
9
月
分（
上
期
分
）

の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
申
請
方
法

　

申
請
書
（
印
鑑
）、
通
院
証
明
書
の
提

出
が
必
要

※
北
海
道
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
実
施

要
綱
に
よ
る
医
療
受
給
者
証
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
は
、
通
院
証
明
書
の
代

わ
り
に
病
院
で
発
行
す
る
領
収
書
の
提

出
に
よ
る
申
請
が
可
能
で
す
。

◆
申
請
期
限　

　

10
月
11
日
㈫

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
保
健
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
２
２
２
２

国 民 年 金
≪年金受給者の皆さんへ≫
「扶養親族等申告書」は

　　期限までに提出しましょう！

　老齢年金や退職年金は雑所得として所得税の課税
対象とされています。
　課税対象となる受給者の方には、9 月上旬までに
日本年金機構から「扶養親族等申告書」が送付され
ますので、提出期限の 9 月 30 日㈮までに必ず提出し
てください。
　この申告により、平成 29 年中に受けられる年金に
かかる所得税の源泉徴収税額が決まります。

もし提出を忘れると各種控除が受けられないため、
所得税の源泉徴収税額が多くなり、払込額が減額と
なる場合がありますのでご注意ください。

〈平成 29 年「扶養親族等申告書」が送付される方〉

年齢 65 歳未満 年金額が 108 万円以上の方
65 歳以上 年金額が 158 万円以上の方

■問い合わせ
日本年金機構　年金ダイヤル
☎ 0570-05-1165
町住民生活課住民・国保グループ
☎ 73-7509

　

支
援
の
必
要
な
お
子
さ
ん
に
医
療
費
な

ど
を
助
成

　
　

町
で
は
、
支
援
の
必
要
な
お
子
さ
ん

に
対
し
、
道
立
子
ど
も
総
合
医
療
・
療

育
セ
ン
タ
ー
（
コ
ド
モ
ッ
ク
ル
）
と
児

童
発
達
支
援
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

◆
医
療
費
の
助
成

◇
対　
　

象　

町
内
在
住
の
児
童

◇
助
成
内
容

　

道
立
子
ど
も
総
合
医
療
･
療
育
セ
ン

タ
ー
に
か
か
る
医
療
費
の
一
部
を
助
成

※
各
医
療
費
（
重
度
心
身
障
害
者
、
ひ
と

り
親
家
庭
な
ど
、
乳
幼
児
）
の
助
成
を

受
け
て
い
る
方
は
除
き
ま
す
。

◆
利
用
料
金
の
助
成

◇
対　
　

象　

　

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
利
用
者

◇
助
成
内
容

・
町
子
ど
も
発
達
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
利

用
料
金
の
全
額
を
助
成

・
町
外
事
業
所
利
用
料
金
の
½
を
助
成

◆
交
通
費
の
助
成

◇
対　
　

象　

　

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
保
護
者
１
人
分

◇
助
成
内
容

　

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
際
、
最
低

運
賃
の
½
を
助
成

※
町
子
ど
も
発
達
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

利
用
に
か
か
る
交
通
費
の
助
成
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※
他
の
割
引
制
度
が
あ
る
場
合
は
、
制
度

利
用
後
の
運
賃
の
½
を
助
成
し
ま
す
。

◆
申
請
受
付　

　

平
成
28
年
4
月
か
ら
9
月
分（
上
期
分
）

の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
申
請
方
法

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
期
限　

10
月
11
日
㈫

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
保
健
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
２
２
２
２

　

２
つ
の
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給　

　
　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ（
５
％
→
８
％
）

に
よ
る
影
響
の
緩
和
、
賃
金
引
き
上
げ

の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
低
所
得
の
年
金

受
給
者
支
援
を
そ
れ
ぞ
れ
目
的
と
す
る

二
つ
の
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。
町
か

ら
申
請
書
が
届
い
た
方
は
、
期
間
内
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
給
付
金
名
称

　

平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金

◆
支
給
対
象
者

　

平
成
28
年
度
の
住
民
税
が
非
課
税
に
該

当
す
る
方
（
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
方
、
生
活
保
護
受
給
者
は
対
象
外
）

◆
支
給
額　

一
人
３
千
円

◆
受
付
期
間　

11
月
30
日
㈬
ま
で

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
支
給
対
象
者
全
員
分
の
本
人
確
認
書
類

　

運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
、
年
金
証

書
等
の
写
し
な
ど
、
い
ず
れ
か
一
つ

②
通
帳
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
な
ど
（
振

込
先
口
座
確
認
書
類
）
の
写
し

③
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

◆
給
付
金
名
称

　

障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け
年
金
生

活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金

◆
支
給
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
の
要
件
も
満
た
す
方

①
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給

対
象
者

②
平
成
28
年
４
月
に
障
害
、
遺
族
年
金
を

受
給
し
た
方
（
今
年
３
月
に
実
施
し
た

高
齢
者
向
け
の
臨
時
福
祉
給
付
金
を
受

給
し
た
方
は
対
象
外
）

◆
支
給
額　

一
人
３
万
円

◆
受
付
期
間　

11
月
30
日
㈬
ま
で

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の
手
続

き
に
必
要
な
も
の
①
～
③

・
障
害
・
遺
族
年
金
の
受
給
が
確
認
で
き

る
書
類

　

年
金
額
改
定
通
知
書
、
年
金
証
書
な
ど

※
支
給
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
方
の
い

る
世
帯
に
、
町
か
ら
個
別
に
申
請
書
を

送
付
し
て
い
ま
す
。

※
両
方
の
給
付
金
の
要
件
を
満
た
し
た
方

は
３
万
３
千
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
代
理
人
の
方
が
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、

委
任
状
（
申
請
書
裏
面
）
と
代
理
人
の

方
の
本
人
確
認
書
類
も
必
要
で
す
。

※
平
成
28
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
さ
れ

た
方
は
、
前
住
所
地
で
の
申
請
と
な
り

ま
す
の
で
前
住
所
地
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
保
健
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
２
２
２
２

高
齢
者
の
徘
徊
に
お
悩
み
の
家
族
の

方
へ

　
　

認
知
症
に
よ
る
徘
徊
行
動
の
あ
る
高

齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
G
P
S
機
能
に
よ

る
徘
徊
探
知
機
利
用
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

　
　

徘
徊
探
知
機
は
、
専
用
の
携
帯
端
末

を
持
っ
た
人
の
現
在
位
置
を
電
話
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
も
の
で
、

行
方
の
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
高
齢
者
の

お
お
よ
そ
の
位
置
を
特
定
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◆
事
業
名
称

　

認
知
症
高
齢
者
徘
徊
探
索
サ
ー
ビ
ス
利

用
助
成
事
業

◆
対
　
　
象

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
本
町
に
住

所
を
有
す
る
65
歳
以
上
の
認
知
症
に
よ

る
徘
徊
行
動
が
見
ら
れ
る
方
を
介
護
す

る
家
族
ま
た
は
親
族

①
介
護
保
険
法
に
よ
る
要
介
護
認
定
に
お

い
て
、
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
１

以
上
の
方

②
医
師
に
よ
る
診
断
で
認
知
症
と
認
め
ら

れ
た
方

◆
助
成
額

　

上
限　

１
１
5
０
０
円

※
助
成
対
象
経
費
は
、
徘
徊
探
知
機
の
機

器
購
入
費
や
加
入
料
金（
登
録
手
数
料
）

に
要
す
る
費
用
と
な
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

町
保
健
福
祉
課
高
齢
者
・
介
護
グ
ル
ー
プ

☎
�
２
２
５
５

く
ら
し

9
ま ち の i n
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月
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く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た
お
く
や
み

硬
式
テ
ニ
ス
講
習
会

◆
日

時

9
月
10
日
㈯
～
10
月
15
日
㈯

毎
週
土
曜
日　

午
前
9
時
～
11
時

◆
場

所

角
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

◆
対

象

・
ジ
ュ
ニ
ア（
年
長
～
小
学
6
年
生
）

・
一
般

◆
持
ち
物

ラ
ケ
ッ
ト
、タ
オ
ル
、水

◆
指
導
員

栗
山
テ
ニ
ス
協
会
指
導
部

◆
申
込
締
切　

9
月
5
日
㈪

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
テ
ニ
ス
協
会
理
事
長   

亀
田
京
子

☎
0
9
0
（
6
4
4
5
）
9
5
6
6

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習

◆
場
所
・
講
習
日

･
岩
見
沢
市　

10
月
11
日
㈫
～
14
日
㈮

･
札
幌
市　

10
月
20
日
㈭
～
21
日
㈮

◆
科

目

･
危
険
物
に
関
す
る
法
令

･
基
礎
的
な
物
理
学
お
よ
び
化
学

･
危
険
物
の
性
質
な
ら
び
に
そ
の
火
災
予

防
お
よ
び
消
火
の
方
法

･
練
習
問
題

◆
受
付
期
間

講
習
日
の
１
週
間
前
ま
で
（
予
定
人

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

◆
受
講
申
請
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

☎
�
０
１
５
０

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
会
・
救
急

員
養
成
講
習
会

【
継
続
講
習
会
】

◆
日
　
　
時　

10
月
２
日
㈰

午
後
0
時
45
分
～
4
時
45
分

◆
対
　
　
象　

赤
十
字
救
急
員
の
資
格
取

得
後
２
年
以
上
経
過
し
た
方

【
基
礎
講
習
会
】

◆
日
　
　
時　

10
月
16
日
㈰

午
後
0
時
30
分
～
4
時
30
分

◆
対
　
　
象　

満
15
歳
以
上
の
方

※
講
習
会
当
日
、
検
定
を
行
い
合
格
者
に

「
赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
修
了
者
認

定
証
」を
交
付
し
ま
す
。（
5
年
間
有
効
）

【
救
急
員
養
成
講
習
会
】

◆
日
　
　
時　
10
月
30
日
㈰
・
11
月
６
日
㈰

午
前
8
時
45
分
～
午
後
4
時
30
分

◆
対
　
　
象
　
救
急
法
基
礎
講
習
を
修
了

し
、
認
定
さ
れ
た
方

※
講
習
終
了
後
、
検
定
を
行
い
合
格
者
に

「
赤
十
字
救
急
法
救
急
員
認
定
証
」
を

交
付
し
ま
す
。（
5
年
間
有
効
）

◆
場
　
　
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
し
ゃ
る
る
」

◆
定
　
　
員　

各
20
人

◆
受
講
料

【
継
続
講
習
会
】
１
０
０
０
円

【
基
礎
講
習
会
】
１
５
０
０
円

【
養
成
講
習
会
】
１
７
０
０
円

◆
申
込
期
限

【
継
続
講
習
会
】
９
月
23
日
㈮
ま
で

【
基
礎
講
習
会
】
10
月
７
日
㈮
ま
で

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

町
保
健
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー

プ
内

日
赤
栗
山
町
分
区
事
務
局

☎
�
２
２
２
２

９月 10 日は下水道の日
　「下水道の日」は、昭和 36 年に当時の建設省、

厚生省、日本下水道協会が、整備の遅れていた

下水道の全国的な普及促進を目的として「全国

下水道促進デー」として制定したのが始まりで

す。その後、平成 13 年に旧下水道法制定 100

年を記念して、より親しみのある「下水道の日」

という名称に変わりました。

●なぜ 9 月 10 日？●
　下水道の大きな役割のひとつである「雨水の

排除」を念頭に、台風シーズンである 220 日に

ちなんで 9 月 10 日と定められました。（立春か

ら数えて 220 日にあたる 9 月 10 日頃は、台風

が多く「にひゃくはつか」と呼ばれています）

●下水道の普及率●
　 平 成 27 年 3 月 31 日 現 在、 全 国 の 下 水 道

普及率（福島県を除く）は 77.6％、北海道は

90.4%、栗山町は 74.9% となっています。

　また、下水道だけでなく農業集落排水や合併

浄化槽などを含めた汚水処理人口普及率（福島

県を除く）は全国で 89.5%、北海道は 94.7%、

栗山町は 91.2% です。

　下水道の日を機会に、今一度、下水道の役割、

重要性について考えてみませんか。

みんなの

水 道

■問い合わせ
町建設水道課上下水道グループ　☎ 73-7514

第
16
回
栗
山
町
押
し
花
サ
ー
ク
ル

作
品
展

◆
日
　
　
時　

9
月
16
日
㈮
～
30
日
㈮　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

◆
場
　
　
所

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」

２
階　

町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◆
無
料
体
験
会

　

９
月
22
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時

 
押
し
花
を
使
っ
た
動
物
の
壁
か
け
り　

◆
問
い
合
わ
せ

押
し
花
サ
ー
ク
ル　

安
達

☎
�
５
５
０
９

第
17
回
空
知
地
域
精
神
障
が
い
者

家
族
大
会
in
く
り
や
ま

◆
日
　
　
時　

10
月
1
日
㈯  

午
後
1
時
～
4
時

（
受
付　

午
後
0
時
30
分
～
）

◆
場
　
　
所

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」

１
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

◆
内
　
　
容

①
基
調
講
演

　

演
題
「
訪
問
家
族
支
援
に
つ
い
て
」

　
　
　
　

A
C
T
っ
て
何
？

　

講
師　

酒
井
一
浩
氏

　
　
　
　
（
お
お
え
ク
リ
ニ
ッ
ク
ゆ
う
）

②
交

流　

◆
問
い
合
わ
せ

大
会
事
務
局　

中
井

☎
�
３
３
０
８

南
空
知
４
町
カ
ラ
オ
ケ
交
流
会

◆
日

時

　

10
月
9
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
3
時

◆
場

所

角
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◆
入
場
料　

5
0
0
円（
全
席
自
由
）

◆
問
い
合
わ
せ

　
角
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　

☎
�
6
０
4
０

　

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

◆
場
所
・
講
習
日

･
岩
見
沢
市　

ま
な
み
ー
る

　

10
月
4
日
㈫

･
札
幌
市　

北
海
道
自
治
労
会
館

　

10
月
14
日
㈮
・
12
月
2
日
㈮

　

そ
の
他
、
各
地
で
実
施

◆
対

象

①
現
在
、
危
険
物
取
扱
作
業
に
従
事
し
平

成
26
年
３
月
31
日
以
前
に
保
安
講
習

を
受
講
し
て
い
る
方

②
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
な

か
っ
た
方
が
、
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ

た
場
合
は
、
そ
の
従
事
す
る
こ
と
と

な
っ
た
日
か
ら
１
年
以
内
に
受
講
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

③
②
に
該
当
す
る
方
で
、
過
去
２
年
以
内

に
免
状
の
交
付
ま
た
は
講
習
を
受
け

て
い
る
場
合
は
、
そ
の
免
状
交
付
日

ま
た
は
講
習
日
か
ら
３
年
以
内
に
受

講
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
受
付
期
間　

受
講
希
望
日
の
10
日
前
ま
で

◆
受
講
申
請
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

☎
�
０
１
５
０

消
防
設
備
士
試
験
準
備
講
習

◆
講
習
科
目

･
甲
・
乙
種
第
１
類
（
屋
内
消
火
栓
設
備
、

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
、
水
噴
霧
消

火
設
備
屋
外
消
火
栓
設
備
）

･
甲
・
乙
種
第
４
類
（
自
動
火
災
報
知
設

備
、
消
防
機
関
へ
通
報
す
る
火
災
報

知
設
備
ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
設
備
）

･
乙
種
第
６
類  （
消
火
器
）

◆
講
習
日
程

･
甲
・
乙
種
第
１
類

　

９
月
29
日
㈭   

午
後
１
時
～
５
時

　

９
月
30
日
㈮   

午
前
９
時
～
午
後
５
時

･
甲
・
乙
種
第
４
類

　

９
月
26
日
㈪
～
27
日
㈫

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

･
乙
種
第
６
類

　

９
月
28
日
㈬   

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

９
月
29
日
㈭   

午
前
９
時
～
正
午

◆
場
所　

　

札
幌
市　

北
海
道
建
設
会
館

◆
受
付
期
間　

９
月
14
日
㈬
ま
で

◆
問
い
合
わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

☎
�
０
１
5
０

秋祭り
栗 山 天 満 宮 例 大 祭
9 月 2 4 日 土 ・ 2 5 日 日 ・ 2 6 日 月

露 店 出 店 路 線 は 右 図 の と お り 、「 駅 前 通 り 」 と 「 公 園 通 り 」 で す 。

■ 問 い 合 わ せ 　 ※ 祭 典 行 事 関 係 … 栗 山 天 満 宮 　 ☎ 7 2 - 1 3 7 0

栗 山 駅

栗山天満宮

駅 

前 

通 

り

公 園 通 り

中 央 通 り

国 

道 

２ 

３ 

４ 

号 

線雨 

煙 

別 

川

催
し

講
習

9
ま ち の i n

f o m a t i o
n

月
September

29 広報くりやま   2016. 9 282016. 9　広報くりやま   



く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た
お
く
や
み

4/1 ～ 8/15 までの総数
10,350 件

【問い合わせ】町経営企画課　☎ 73-7503

ご厚意ありがとうございます。

120,493,089 円

【
7
月
16
日
～
8
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　
氏
　 

名
　    

月 

日                          

父
母
名       

住  

所

成
田
奏そ

う
す
け理 

7/11

佐
藤
文ふ

み
か夏 

7/14

西
野
つ
む
ぎ 

8/5

貴

則

な
ぎ
さ

嘉

宏

尚

美
恒

佑

佳

朝
日
３

角

田

三
日
月

平成 28 年度  ふるさと応援寄附

無
料
法
律
相
談

　
　

法
律
で
お
悩
み
の
方
を
対
象
に
無
料

法
律
相
談
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
・
場
所

　
9
月
16
日
㈮
・
30
日
㈮　

　

午
後
１
時
～
4
時

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
内

容

札
幌
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
に
よ
る
30

分
程
度
の
法
律
相
談

◆
申
込
方
法

　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
料

　

無
料
（
定
員
6
人
）

◆
予
約
・
問
い
合
わ
せ

町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
1
3
2
2

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
人
権
あ
ん
し

ん
相
談

9
月
5
日
㈪
か
ら
11
日
㈰
ま
で
は
、

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
人

権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間
で
す
。

高
齢
者
や
障
が
い
者
に
対
す
る
虐

待
や
嫌
が
ら
せ
な
ど
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
の
人
権
に
関
す
る
悩
み
事
や
心
配

事
に
つ
い
て
、
法
務
局
職
員
や
人
権
擁

護
委
員
が
相
談
時
間
を
延
長
し
て
対
応

し
、
解
決
に
導
き
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
遵
守
さ

れ
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
時
間　

・
９
月
5
日
㈪
～
9
日
㈮

　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
７
時

・
９
月
10
日
㈯
～
11
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
5
時

◆
電
話
番
号

　
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル　

☎
０
５
７
０
（ゼ

ロ
ゼ
ロ
み
ん
な
の
ひ
ゃ
く
と
う
ば
ん

０
０
３
）
１
１
０

岩
見
沢
公
証
役
場「
休
日
無
料
相
談
所
」

次
の
通
り
、
公
証
業
務
に
関
す
る

無
料
休
日
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

◆
日
　
　
時

10
月
1
日
㈯　

午
前
9
時
～
正
午

（
事
前
に
予
約
が
必
要
）

◆
主
な
相
談
内
容

老
後
の
く
ら
し
（
遺
言
、
任
意
後
見
契

約
、
尊
厳
死
宣
言
）、
離
婚
に
よ
る
養

育
費
・
慰
謝
料
な
ど
の
支
払
い
、
お
金

の
貸
し
借
り
、不
動
産
の
賃
貸
借
契
約
、

株
式
会
社
の
定
款
認
証
な
ど

◆
場
所
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
公
証
役
場

（
岩
見
沢
市
4
条
西
1
丁
目
2
番
地
5

Ｍ
Ｙ
岩
見
沢
ビ
ル
2
階
）

☎
０
１
２
６
（
２
２
）
１
７
５
２

町
へ

【
物

品
】

◇
株
式
会
社
エ
ク
セ
ル
シ
ャ
ノ
ン（
東
京
都
）

◇
Ｊ
Ａ
そ
ら
ち
南
コ
ポ
ロ
の
会

◇
菱
谷　

誠
さ
ん

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
三
浦　

英
昭
さ
ん
（
朝
日
4
）

◇
太
田　

欣
仁
さ
ん
（
松
風
2
）

◇
ケ
ー
ナ
の
会

◇
栗
山
町
赤
十
字
奉
仕
団

【
7
月
16
日
～
8
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　  

氏
　
名
　   

齢   

月 

日                      

世
帯
主     

住  

所

串
﨑
蓉
子 

84 

7/17 

本

人

葊
瀬
幸
代 

87 

7/19 

本

人

堀
田
ユ
リ
子 

90 

7/19 

幸

藏

黒
沼
清
光 

72 

7/21 

本

人

菊
地
一
二
三 

60 

7/23 

本

人

澤
田
鶴
男 

83 

7/24 

本

人

酒
井
舍
男 

78 

8/3 

本

人

猪
股
幸
一 

68 

8/4 

本

人

竹
山
伊
都
子 

86 

8/7 

本

人

山
下
光
義 

88 

8/7 

本

人

荻
野
ミ
ヨ 

98 

8/14 

一

彦
朝
日
４

中
央
３

鳩

山

継

立

松
風
４

南
角
田

中
央
４

中
央
１

中
央
２

御

園

北
学
田

社
会
福
祉
協
議
会
へ

【
金
一
封
】

◇
ぽ
け
っ
と
・
く
ら
ぶ

　

佐
藤　

弘
美
さ
ん
（
長
沼
町
）

◇
吉
田　

礼
子
さ
ん
（
中
央
３
）

く
り
の
さ
と
へ

【
金
一
封
】

◇
栗
山
町
高
齢
者
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

　
（
藤
岡
繁
雄
会
長
）

◇
と
き
わ
町
内
会
（
佐
藤
一
英
会
長
）

【
物　

品
】

◇
菱
谷　

誠
さ
ん
（
栗
山
町
）

◇
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
シ
オ
ミ
薬
品
（
松
風
3
）

【
慰　

問
】

◇
郷
土
民
謡
研
究
翼
声
会
（
由
仁
町
）

◇
松
本　

貴
子
さ
ん
（
栗
山
町
）

◇
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
さ
ん
（
夕
張
市
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
月
見
草
の
会
（
土
田
清
美
会
長
）

◇
新
屋　

真
美
さ
ん（
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
）

◇
米
澤　

太
紀
さ
ん（
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
）

◇
川
上　

瑠
菜
さ
ん（
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
）

　
泉
徳
苑
・
一
草
庵
へ

【
物　

品
】

◇
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
シ
オ
ミ
薬
品
（
松
風
3
）

◇
コ
コ
カ
ラ
フ
ァ
イ
ン
栗
山
店
（
中
央
2
）

◇
エ
ス
ケ
イ
ア
イ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
な
の
花

薬
局
栗
山
店
（
朝
日
2
）

◇
あ
け
ぼ
の
ス
ト
ア

相
談

ご
厚
意

お
め
で
た

お
く
や
み

消
防
設
備
士
試
験

◆
受
験
資
格　

乙
種
は
制
限
な
し

◆
試
験
日　

11
月
13
日
㈰

◆
試
験
場
所
・
種
類

・
札
幌
市　

甲
種
特
類

　
　
　
　
　

甲
種
（
第
1
～
5
類
）

　
　
　
　
　

乙
種
（
第
1
～
7
類
）

◆
願
書
の
受
付
期
間

　

書
面
申
請　

9
月
16
日
㈮
～
27
日
㈫

　

電
子
申
請　

9
月
13
日
㈫
～
24
日
㈯

◆
受
験
願
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

☎
�
0
1
5
0

第
3
回
、
第
4
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

◆
受
験
資
格　

乙
種
、
丙
種
は
制
限
な
し

◆
試
験
日

・
第
3
回　

10
月
30
日
㈰

・
第
4
回　

11
月
13
日
㈰
※
札
幌
市
の
み

◆
試
験
場
所
・
種
類

・
第
3
回　

岩
見
沢
市　

　

乙
種
（
第
１
～
６
類
）、
丙
種

　

そ
の
他
、
道
内
各
地
で
実
施

・
第
4
回　

札
幌
市　

　

甲
種
、
乙
種
（
第
１
～
６
類
）、
丙
種

◆
願
書
の
受
付
期
間

書
面
申
請　

9
月
16
日
㈮
～
27
日
㈫

電
子
申
請　

9
月
13
日
㈫
～
24
日
㈯

◆
受
験
願
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

☎
�
0
1
5
0

南
空
知
消
防
組
合
消
防
職
員
募
集

◆
採
用
予
定
人
員

◇
勤
務
地

・
消
防
署
（
栗
山
）  

1
人

・
由
仁
支
署　
　
　

１
人

◆
受
験
資
格

①
救
急
救
命
士
資
格
取
得
者
（
平
成
29
年

3
月
資
格
取
得
見
込
み
含
む
）
で
平
成

6
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

②
心
身
強
健
で
、
視
力
両
眼
で
０
．
８
以

上
・
左
右
各
０
．
５
以
上
（
眼
鏡
可
）

お
よ
び
聴
力
が
正
常
な
方

③
採
用
時
普
通
自
動
車
免
許
１
種
取
得
者

で
、
勤
務
地
に
居
住
で
き
る
方

※
採
用
時
に
大
型
自
動
車
免
許
を
取
得
し

て
い
な
い
方
は
、
採
用
後
、
同
免
許

を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

※
採
用
内
定
後
、
救
急
救
命
士
の
資
格
を

取
得
で
き
な
い
場
合
は
、
内
定
を
取

り
消
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
日
本
国
籍
を
有
さ
な
い
方
、
地
方
公
務

員
法
第
16
条
に
規
定
す
る
欠
格
事
項

に
該
当
す
る
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

◆
提
出
書
類　

　

履
歴
書
・
卒
業
証
明
書（
見
込
み
含
む
）・

学
業
成
績
書
・
健
康
診
断
書
・ 

自
動

車
運
転
免
許
証
（
写
）・
救
急
救
命
士

資
格
取
得
者
は
免
許
証
（
写
）　　
　

 

勤
務
希
望
地
申
出
書

※
履
歴
書
・
健
康
診
断
書
・
勤
務
希
望
地

申
出
書
は
、
南
空
知
消
防
組
合
指
定

用
紙
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
提
出
期
限
　
　

　

9
月
23
日
㈮
必
着

◆
1
次
試
験
日

　

10
月
16
日
㈰　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

◇
科　
　

目

　

一
般
教
養
・
作
文
・
適
性
検
査
・
体
力

測
定

※
2
次
試
験
（
面
接
試
験
）
は
11
月
上
旬

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
願
書
提
出
先
・
試
験
場
所
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課

☎
�
１
８
３
５

臨
時
寄
宿
舎
指
導
員
の
募
集

◆
勤
務
場
所

北
海
道
南
幌
養
護
学
校
寄
宿
舎

◆
募
集
人
数　

３
人
程
度

◆
勤
務
日
・
時
間

　

週
に
２
日
程
度

午
後
7
時
45
分
か
ら
翌
朝
9
時
15
分

（
う
ち
休
憩
１
２
０
分
）

◆
勤
務
内
容

本
校
寄
宿
舎
生
徒
の
日
常
生
活
上
の

介
助
お
よ
び
そ
の
付
随
業
務

◆
報
酬
額

勤
務
１
回
に
つ
き
１
１
２
０
０
円

（
深
夜
割
増
分
を
含
む
）

◆
任
用
期
間

　

10
月
1
日
よ
り

　
（
学
期
毎
の
契
約
・
更
新
あ
り
）

◆
問
い
合
わ
せ

　

南
幌
養
護
学
校
事
務
長

　

☎
０
１
１
（
3
7
8
）
2
3
1
3

赤い羽根共同募金
　　キャンペーン事業
　秋祭り期間を「赤い羽根共同募金キャンペーン期間」として、募金協力いただいた
方に赤い羽根の代わりに「赤い羽根ステッカー」と「北海道日本ハムファイターズの
缶バッチ」をお渡しします。皆さんのご理解とご協力をお願いします。
※缶バッチは募金 200 円につきお渡しします。

9 月 18 日㈰　
　継立神社祭典会場

　■問い合わせ　栗山町共同募金委員会事務局（町社会福祉協議会内）　☎ 72-1322

9 月 24 日㈯～ 26 日㈪　
　栗山天満宮例大祭会場

試
験

募
集

9
ま ち の i n

f o m a t i o
n

月
September
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